
令和7年度第２次

あきる野市地域子ども育成リーダー

提案事業募集要領

“

地域子ども育成リーダーが、自由な発想で主体

となって実施する子どもの育成や子育て支援など

を推進するための提案事業を募集します。

あきる野市 こども家庭部 こども政策課

〒197-0814 あきる野市二宮350番地 あきる野市役所

電 話 042-558-1111（内線2681）

メール 130101@akiruno-info.tokyo.jp

mailto:130101@akiruno-info.tokyo.jp
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地域子ども育成リーダー（以下、「子ども育成リーダー」という。）の専門性を

生かし、子どもの育成及び子育て支援等に関して、子ども育成リーダーが主体とな

って市と協働し、目的達成に向けて取り組むための事業です。

【制度の特徴】

⑴ 子ども育成リーダーが持つ専門性や経験などを、子どもの育成、子育て支援

等に生かすことができます。

⑵ 発案・企画から実施までを子ども育成リーダーが主体となって行い、市が手

続きや相談などの支援をすることで、協力して取り組みます。

提案事業を主体となって行う子ども育成リーダー

【募集期間】

令和７年9月１6日（火）から9月30日（火）まで

（事業内容を審査し、１０月下旬までに可否をご連絡します。）

【募集する事業】

子ども育成リーダーが自由な発想で企画・運営する以下の要件を備えた事業を募

集します。

⑴ 地域の実情に応じた創意工夫のある取組によって、広く市民に対し、子ど

もの育成、子育て支援等を推進する事業

⑵ 子ども育成リーダーが主体となって実施する事業

（提案者は子ども育成リーダー２人以上）

⑶ 令和７年度中（令和８年3月31日まで）に完了する事業

【対象とならない事業】
次のいずれかに該当するものは、対象外とします。

⑴ 営利を目的としたもの

⑵ 宗教又は政治活動を目的としたもの

⑶ 他の制度により補助を受けている事業

⑷ 子ども育成リーダー、協力者、協力団体の構成員のみを対象とした事業

⑸ その他公序良俗に反するもの

事業の実施に経費が必要な場合は、補助対象経費の総額から事業実施の際の研修

会、講習会、イベントの参加費その他の収入を控除した額とし、１事業につき上限

を20万円として補助します。

１ 提案事業の概要

３ 募集内容

4 補助金

２ 募集対象者



- 2 -

対象となる経費は、次のとおりです。

ただし、次のものは対象となりません。

⑴ 子ども育成リーダー、協力者、協力団体の構成員に支払う人件費

⑵ 施設の整備、維持管理（事務所の賃借料、光熱水費等）にかかる経費

⑶ 備品にかかる経費（備品：使用によってすぐに消耗せず、比較的長期間使用で

きるもの）

⑷ 子ども育成リーダー、協力者、協力団体の構成員のみを対象とした講座等にか

かる経費

⑸ 記念品の購入等にかかる経費

⑹ 領収書がないなど、支出の根拠が確認できない経費

⑺ その他、事業実施に直接関わらない経費又は社会通念上適切でない経費

⑴ あきる野市地域子ども育成リーダー提案事業補助金交付申請書（様式第１号）

⑵ 事業計画書

⑶ 収支予算書

⑷ 協力者一覧

⑸ その他事業の資料（ちらし等）

※提出いただいた応募書類は返却いたしません。

9月３０日（火）までに、持参又は郵送によりこども政策課にご応募ください。

※メールによる応募も可能です。

応募する際は、必ず事前にこども政策課にご相談ください。事業内容や補助対象経

費等を確認しながら、申請書類の作成をお手伝いいたします。

項 目 内 容

報 償 費 講師、演奏者、アドバイザー等に支払う謝礼金

使用料及び賃借料
会場の使用料及び機材等のレンタル料※公共施設等の使用料は

減免になる場合がありますので、ご相談ください。

需 用 費
研修会、講習会、イベント、会議の資料作成等に必要な文房具

等の消耗品費、ポスター、パンフレット等の印刷製本費

役 務 費 郵送等の通信運搬費及び傷害保険等の保険料

市長が特に必要

と認める経費

・事業の一環として提供する食事の材料費（賄材料費）

・参加者の熱中症予防等のために必要な食糧費（飲料等代）

※補助金の額の 20 分の１を限度とする。

・一日を通して行う事業における協力者等の当日の食糧費（昼

食代）※補助金の額の 10 分の 1 を限度とする。

5 対象となる経費

６ 応募に必要な書類

７ 応募方法

８ 事前相談･サポート体制
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※全ての書類に押印は不要です。

提案された事業は、書類審査を行い決定します。事業募集期間終了後、１０月下旬

までに結果をお知らせします。

◆ 審査基準

事業が完了後、次の書類を提出してください。市で確認等を行いますので、事業完

了後は速やかにご提出ください（事業完了後２か月以内）。

⑴ あきる野市地域子ども育成リーダー提案事業補助金実績報告書(様式第６号)

⑵ 結果報告書

⑶ 収支決算書

⑷ 領収書

⑸ その他事業の資料（ちらし、写真、アンケート等）

内 容 期 日 備 考

募集要領配布開始 ９月８日（月）
交付申請書、事業計画書、収支予算

書、協力者一覧等の提出をお願いしま

す。

募集開始 9月16日（火）

募集期間終了 9月３０日（火）

結果通知 １０月下旬まで 交 付 又 は 不 交 付 決 定 通 知 書 を 送 り ま す 。

補助金申請 １０月下旬 交付請求書をご提出ください。

補助金振込み １０月下旬以降 交付請求後10日程度で振り込みます。

事業実施
１１月上旬から

３月31日（火）まで

子どもの育成、子育て支援等の事業の

実施をお願いします。

※事業内容や支出等に変更が発生した

場合は必ずご連絡ください。

実績報告
事業完了後２か月以内
※ただし、３月実施の場合は速

やかに提出をお願いします。

事業完了後、実績報告書、結果報告

書、収支決算書、領収書等の提出をお

願いします。

助成金還付 実績報告後速やかに 残金がある場合は返金してください。

事業の公益性 地域の実情に応じた創意工夫のある取組によって、広く市民に対

し、子どもの育成、子育て支援等を推進する内容となっているか。

実現可能性 計画が具体的で、子ども育成リーダーが主体となり事業実施に必要

な体制を確保しているか。

経費の適正 収支予算等事業の経費内容が適正か。

波及効果 市民や地域への波及効果が期待できるか。

成果目標 成果目標が適正に設定されているか。

９ 事業スケジュール

10 事業の審査

1１ 事業の報告
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様式第１号（第６条関係）

令和○年 ○ 月 ○ 日

あきる野市長 殿

申請者 住 所 あきる野市二宮３５０番地

氏 名 ●● ●●

電話番号 ０４２－５５８－１１１１

あきる野市地域子ども育成リーダー提案事業補助金交付申請書

令和○年度あきる野市地域子ども育成リーダー提案事業補助金の交付について、あきる野市地域

子ども育成リーダー提案事業補助金交付要綱第６条の規定により、関係書類を添えて下記のとおり

申請します。

記

例 1）
１ 補助金交付申請額 ○○○○○○ 円

２ 提案事業名 親子自由ひろば ●●● 事 業

３ 提案事業の内容
●●地区で親子で遊べるひろばを開設する。 この事業は、●月●日から●月●日までの間、毎

月第１・３●曜日の午前中の全●回実施する。

毎回、幼児教育や親子遊びなどの講師を招き、体験型の講座と自由あそびを通して、保護者同士

の交流を図り、地域子育てに関する相談に乗りやすい環境を整える。

例２）

１ 補助金交付申請額 ○○○○○○ 円

２ 提案事業名 自由学習サポート ●●● 事 業

３ 提案事業の内容
●●地区で放課後に子どもが集まり、宿題や課題などを学べる場を開設する。 この事業は、●

月●日から●月●日までの間、毎週●曜日の全●回実施する。

毎回、学習指導などができる講師を招き学習支援を行う。また、子ども育成リーダーが補助に入

り、地域の子どもたちの学習の相談等の環境を整える。

４ 添付書類

（１） 提案事業の事業計画書

（２） 提案事業の収支予算書

（３） 提案事業の実施に係る協力者一覧

（４） その他市長が必要と認める書類

12 提出書類の記入例

応募時に提出する様式の記入例



- 5 -

申請者氏名 ○○　○○

事　　項

１　事業名称

2　事業の目的

３　実施日時・期間

４　会　　　場

５　対　象　者

６　定　　　員

７　運営予定数
※( )には謝礼金支払者数
を記入

８　募集方法

９　申込み方法

１0　具体的な事業内
容・目的達成に向けた工
夫・期待される効果

11　備　　考

事業計画書

内　　　　　容

親子自由ひろば　●●●事業

核家族化が進み、子育てに関する相談や情報交換がしにくくなってい
ることから、親子が地域で気軽に集まり、講師による体験型の子育て支
援を受けられる場を提供することで、地域の保護者同士の交流や子育て
に関する情報収集を促し、安心して子育てできる地域の醸成を図ること
を目的とする。

令和●年●●月●●日から令和●年●●月●●日までの間で毎月第１、
３●曜日　午前●時から●時まで　全●回

●●児童館、●●会館、●●公園

未就学児から小学生までの親子

●●組程度

子ども育成リーダー　　　●人、協力者　　●人
指導者・講師・演奏者　　●人（　●人）
その他（　　　　　　　　　）　　●人（　●人）

市広報、ちらし

電子申請

　●●地区及び●●地区で親子自由ひろばを開設し、運営する。子育て
支援に関する講習や自由遊びを行い、同世代の親子の交流や子育て相談
ができる場とする。 
　当該地域における子ども育成リーダーを中心に運営し、地域の子育て
経験者を講師として募集するなどして、地域の輪の広がりを図る。
　地域全体で子育て支援を行っていくきっかけ作りの場となることが期
待される。

☑・参加費徴収の有無　　□有　　 無
・食糧費を申請する場合、準備等を含めた当日事業に従事する時間
　　　　　　　　　　（　●時　●分頃　～　　●時　●分頃）

※必要項目の記載があれば、様式は自由です。

提案事業を実施することにより、

どのような  課題が解決され、何が
達成されるのかなどを記入

どのような内容、方法で

行うのか、できるだけ具

体的に記入
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予算額（円） 積算根拠（数量，単価など）

市補助金 200,000 提案事業補助金

事業収入

寄付金

その他

A：小計 200,000

団体等負担金

その他 15,000 提案者・協力者で負担

Ｂ：小計 15,000

215,000

【支出】

予算額（円） 積算根拠（数量，単価など）

講習講師謝礼 100,000 5,000円×10回×2名

指導者講師謝礼 30,000 30,000円×1回×1名

消耗品 13,000 コピー用紙、筆記用具等

印刷製本費 20,000 チラシ10円×１000部、ポスター20円×500部

会場費 0 市施設を使用

保険料 15,000 1人1回50円×30人×10回、振込手数料

食糧費 15,000 当日昼食費

食糧費 7,000 事業実施時の飲料水代

Ｄ：小計 200,000

記念品 15,000 500円×30人

Ｅ：小計 15,000

215,000

（添付書類）　参加費等を徴収する場合は内訳などがわかるもの

収入合計（A) 支出合計（D) 差引（A)-（D)

200,000 200,000 0

収入合計（C) 支出合計（F) 差引（C)-（F)

215,000 215,000 0

収支予算書

　事業名 親子自由ひろば　●●●事業

【収入】

区　　　分

Ｃ：合計（事業総収入計）

区　　　分

Ｆ:合計（事業費総計）

補
助
対
象
経
費

に
充
て
る
収
入

上

記

収
入

で
補

え

な

い
経

費
や

補

助

対
象

外
経

費
へ

の

収
入

補
助
対
象

外
経
費

補助対象収支

事業収支

補
助
対
象
経
費

補助金申請額を記入

補助対象経費はＰ２の

「５ 対象となる経費」を参
考にして積算根拠をでき

るだけ詳しく記入してくだ

さい。

一日を通して行う事

業における協力者等

の当日の食糧費（昼

食代）

※補助金の額の10分
の1を限度とする。

参加者の熱中症予防

等のために必要な食

糧費（飲料等代）

※補助金の額の20分
の1を限度とする。
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申請者
（提案者）

○○　○○

提案者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者 ○○　○○

協力者

協力者

協力者

協力者

協力者

協力者

協力者

協力者

協力者

協力団体 ●●●の会

協力団体

協力団体

協力者等名簿

　事業名 親子自由ひろば　●●●事業

氏名・名称 住所 備考（団体名・役職等）

あきる野市○○　○○番地 子ども育成リーダー

あきる野市○○　○○番地 子ども育成リーダー

あきる野市○○　○○番地 子ども育成リーダー

あきる野市○○　○○番地 子ども育成リーダー

あきる野市○○　○○番地 子ども育成リーダー

あきる野市○○　○○番地 子ども育成リーダー

あきる野市○○　○○番地 ○○地区青少健

あきる野市○○　○○番地 ○○地区青少健

あきる野市○○　○○番地 ○○地区青少健

あきる野市○○　○○番地 ○○子ども会

あきる野市○○　○○番地 ○○子ども会

あきる野市○○　○○番地 ○○子ども会

あきる野市○○　○○番地 ○○子ども会

※必要項目の記載があれば、様式は自由です。

提案者は２人以上

必要ですので、申

請者（提案者）と提

案者は必ず記入し

てください。

申請者（提案者）や協力者を記入

してください。謝礼を支払う講師等

は記入しないでください。

組織として協力する団体があれば

記入してください（ちらし等に団体

名を記載したい場合など）。
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様式第３号（第８条関係）

令和●年●月●日

あきる野市長 殿

住 所 あきる野市二宮３５０番地

氏 名 ●● ●●

電話番号 ０４２－５５８－１１１１

あきる野市地域子ども育成リーダー提案事業補助金交付請求書

令和●年●月●日付けあこ政収第●号で交付決定のあった令和●年度あきる野市地域子ども育成

リーダー提案事業補助金について、あきる野市地域子ども育成リーダー提案事業補助金交付要綱第

８条の規定により、下記のとおり請求します。

記

１ 請求金額 ●●●●●● 円

２ 提案事業名 親子自由ひろば ●●● 事業

３ 振込先

金融機関名

銀 行

●●● 信 用 金 庫 ●●●● 支店

農業協同組合

種 目 普通 ・当座 口 座 番 号 ● ● ● ● ● ● ●

フ リ ガ ナ ●●● ●●●●

口 座 名 義 ●● ●●

申請者(提案者代表)の氏名と
口座を記入してください。

補助決定後に提出する様式の記入例



- 9 -

様式第６号（第１１条関係）

令和●年●月●日

あきる野市長 殿

住 所 あきる野市二宮３５０番地

氏 名 ●● ●●

電話番号 ０４２－５５８－１１１１

あきる野市地域子ども育成リーダー提案事業補助金実績報告書

令和●年●月●日付けあこ政収第●号で交付決定のあった令和●年度あきる野市地域子ども育成

リーダー提案事業が完了したので、あきる野市地域子ども育成リーダー提案事業補助金交付要綱第

１１条の規定により、関係書類を添えて下記のとおり報告します。

記

１ 提案事業名 親子自由ひろば ●●● 事業

２ 提案事業の成果 別紙結果報告書のとおり

３ 添付書類

（１） 提案事業の結果報告書

（２） 提案事業の収支決算書

（３） 提案事業の実施に係る領収書

（４） その他市長が必要と認める書類

事業完了後に提出する様式の記入例

申請者（提案者代表）を記入

してください。
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申請者氏名 ○○　○○

事　　項

１　事業名称

２　実施日時・期間

３　会　　　場

４　対象者参加数
※実施日が複数ある場
合は、日別の参加人数
及び内訳も記入

５　運営者数
※( )には謝礼金支払者
数を記入

６　具体的な実施内
容・目的に対する効果

７　備　　　考

８　添付書類
☑※書類を添付し

結果報告書

内　　　　　容

親子自由ひろば　●●●事業

令和●年●●月●●日から令和●年●●月●●日までの毎月第１、３●
曜日　午前●時から●時まで　全●回

●●児童館、●●会館、●●公園

合計　　●●●人
内訳）
未就学児　●●人　　、　小学生　　●人
中学生　　　０人　　、　高校生　　０人
大人　　　●●人　　、　親子　　●●組

子ども育成リーダー　　　●人、協力者　　●人
指導者・講師・演奏者　　●人（　●人）
その他（　●●学校ボランティア部　　　）　　●人（　０人）

●●地区及び●●地区で親子自由ひろばを開設した。「子どもの怪我
への対応」「お勧めの外遊びとその場所」など子育て支援に関する身近
な内容の講習会や自由遊びを通して、同世代の親子のネットワークを広
げ、交流や子育て相談ができる場とすることができた。 

運営は当初、地域の子ども育成リーダーや青少健●●地区の有志を中
心にスタートしたが、地域の子育て経験者が講師として登壇したり、ボ
ランティアとして参加してくださったことで、地域ならではの経験談が
活発に共有され、非常に実用的な内容となった。地域の方に運営に携
わっていただくことで、地域全体で子育てを支援するきっかけ作りの場
とすることができた。

事業終了後も、継続して親子、地域の子育て経験者が集まり、自主
サークルとして活動している。

工作中に参加者が手を切る事故があり、保険で対応した。その後完治
した。

☑事業資料（募集案内・プログラム・アンケートなど）
☑写真（事業の様子）

※必要項目の記載があれば、様式は自由です。

提案事業の実施内容と事業を実施したこと

で、事業目的に対して何が達成されたのか

などを記入。

定員を組数とした場合は、

参加組数も記入。

事業目的以外の効果、事故報告など何か

あれば記入。
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決算額（円） 説明（数量，単価など）

市補助金 200,000 提案事業補助金

事業収入

寄付金

その他

A：小計 200,000

団体等負担金

その他 12,500 提案者・協力者で負担

Ｂ：小計 12,500

212,500

【支出】

決算額（円） 説明（数量，単価など）

講習講師謝礼 100,000 5,000円×10回×2名

指導者講師謝礼 30,000 30,000円×1回×1名

消耗品 10,000 コピー用紙、筆記用具等

印刷製本費 20,000 チラシ10円×１000部、ポスター20円×500部

会場費 0 市施設を使用

保険料 12,500 1人1回50円×25人×10回

食糧費 12,500 当日昼食費

食糧費 5,500 事業実施時の飲料水代

Ｄ：小計 190,500

記念品 12,500 500円×25人

Ｅ：小計 12,500

203,000

（添付書類）　別途領収書を添付してください

収入合計(A) 支出合計(D) 差引(A)-(D)

200,000 190,500 9,500

収入合計(C) 支出合計(F) 差引(C)-(F)

212,500 203,000 9,500

収支決算書

　事業名 親子自由ひろば　●●●事業

【収入】

区　　　分

Ｃ：合計（事業総収入計）

区　　　分

Ｆ:合計（事業費総計）

補
助
対
象
経
費

に
充
て
る
収
入

上

記

収

入

で

補

え

な

い

経

費

や

補

助

対

象

外

経

費

へ

の

収

入

補
助
対
象

外
経
費

補助対象収支

事業収支

補
助
対
象
経
費

補助対象経費はＰ２の

「５ 対象となる経費」を参
考にして積算根拠をでき

るだけ詳しく記入してくだ

さい。

補助対象収支の差引

がプラスになる場合は、

補助金の還付が発生

します。
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※領収書は、項目ごとに分け、重ならないように貼ってください。

領収書添付様式

　事業名 親子自由ひろば　●●●事業 会場費

※必要項目の記載があれば、様式は自由です。

収支決算書の項目（区分）に

合わせて書き換えてください。

あきる野市地域子ども育成リーダー  

 ●●　●●様  
   　　　　　　　　　　　　

 ￥　30,000- 　　
但し、親子自由ひろば●●事業●月●日の講師謝礼として令和●

年●月●日 上記正に領収いたしました 　　　
　　　　　株式会社○○○○　　あきる野支店
　　　　　　代表取締役　　○○　○○　㊞  

   　

 

レシート 　　

●●ストア 　　

 　　　

単価×数量＝金額

単価×数量＝金額

単価×数量＝金額

単価×数量＝金額

　　　合計●●●円

領収書原本を添付（貼り付け

て）してください。内訳が分か

らない場合は、レシート等詳

細が分かるものも併せて添

付してください。

また、収支決算書の内訳と必

ず合わせてください。

宛名は地域子ども育成

リーダー●●●（提案者

又は協力者）でお願いし

ます。

また、但し書きも明記し

てください。
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事業の様子（写真 1） 事業の様子（写真２）

事業の様子（写真３） 事業の様子（写真４）

事業の様子（写真５） 事業の様子（写真６）

※様式は自由です。
なるべく活動の様子（写真）を添付してくださ

い。その他、募集のちらしやアンケートなどが

ある場合は添付してください。


